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われらの母校  美山啓明小学校　 ～閉校記念式典  3/20 ～  

 　 閉校 記念式 典での 校 歌斉 唱は、 感動 の 一言で し た。

　 子 ど も た ち の 元 気 い っ ぱ い の 歌 声 が 会 場 に 響 き 渡 り 、 ま さ に 校 歌

の 歌 詞 の 情 景 が 目 に浮 か ぶ よ う で し た 。 ま た 、 ６ 年 生 ６ 名 によ る 別 れ

の 言 葉 も 堂 々 と し て お り 、 こ れ ま で の 成 長 を 感 じ さ せ る 立 派 な 発 表

で し た 。 最 後 に は 、 児 童 全 員 が 声 を そ ろ え て 「 あ り が と う ご ざ い ま し

 た 」 と感謝 の 気持ち を伝 え 、会 場は大 き な拍手 に包ま れ まし た。

 　 一生 忘れ るこ との で きな い 、 大切な 思い 出 となり まし た 。

 

 　 閉校 式後の ＰＴ Ａ レ ク リエ ー ショ ンで は、 最後 に楽し い ひと とき を 過ご すこ とが でき ま し た。

　 全 員 で の 写 真 撮 影 、 親 子 椅 子 づ く り 、 記 念 ク リ ア フ ァ イ ル 、 ベ ビ ー カ ス テ ラ の キ ッ チ ン カ ー な ど 、

 ご 準備 い ただ い たＰＴ Ａ の 方々に 感謝 い たし ま す。 誠に あり がとう ご ざい ま し た。

 

　

　

　

　

 　

 

別れの言葉　 （児童代表　 ６年生６名）  

　 本日 は 、 閉 校 式と い う 特 別な 日 を 迎 えま した 。 私た ち はこ の学 校 で た くさ ん の こと を 学 び 、た くさ ん の

思い出を作ってきました。  

　 ６年 前、ラン ドセル を 背負い 、初め て登 校した 日。ド キドキ しま した が、先輩 方の 優しさで 緊張がほ ぐれ

ました。美山啓明小学校の一員になれたことがうれしかったです。  

　 に こ に こ 班 活 動 と い う た て わ り の 活 動 で は 、 運 動 会 に 向 け て 一 生 懸 命 練 習 し 、 力 い っ ぱ い 成 果 を 出 し

切っ た り、最高 記録 を目 標に教 え合いな が ら大縄 をと ん だ りしま した 。チ ーム で 協力す る楽 しさ や達成感

を知ることができました。  

　 道 徳 や 生 活 科 、 総 合 の 時 間 な ど で 美 山 の 学 習 を し ま し た 。美 山 の お い し い 蕎 麦 、 鮎 、 赤 か ぶ ら 、窓 か ら

見 える 新 緑 の 山 々 や 初 雪 が 降 っ た と き の 美 しい 雪 景 色 。 私 た ち の ふ る さ と の す ば ら し さ に改 め て 気 づ く

ことができました。  

　 あ い さ つ がし っ か り で き る こ と 、 み ん な が仲 よ く 、笑 顔 で 過 ご せる こ と 、 学校 が 大 好 き だ と 言 え る 明る

さ。そ して、この学 校を大切 に思 う気持ち。このす ばらしい学校の姿 を、これ からも ずっと 残り続けてほし

いと、心から願っています。  

　 支 え てく だ さ っ た 先 生 方 、 地 域 の 皆 様 、 家族 に 心 か ら感 謝 し ま す 。 この 学 校 で 過 ご した 日 々 を 胸 に 、私

たちは前へ進んでいきます。美山啓明小学校、ありがとうございました。  



【卒業証書授与式 （３／１０）】  

 

 

 

 

 

 

 　

 

式辞  

　 桜のつぼみもふくらみ始め、寒暖を繰り返しながら春の足音が近づいています。本日、美山啓明小学校を

卒業される六名の皆さん、ご卒業おめでとうございます。  

　 卒業生の皆さんの活躍は、美山啓明小学校最後の一年にふさわしく、とても誇らしいものでした。  

　 七月、授業参観日に開催したワークショップ。「美山のみんなが幸せになるために」をテーマに、保護者や

地域の方々と語り合いました。ふるさと美山への愛情を深めるとともに、多くの方々に支えられ、見守られて

成長してきたことへの感謝の気持ちを、改めて胸に刻む時間となりました。  

　 十一月、美山地区の小中学生が木ごころホールに集まって行われた美山サミット。それぞれの地域の魅力

を発表し合いました。六年生は、蕎麦について調べたことを、プロ顔負けの動画にまとめ、発表してくれまし

た。また、グループ討議は、美山の未来について中学生と真剣に語り合う貴重な機会となりました。  

　 高学年交流会、修学旅行、ワンデー学校体験やわくわく交流デープラス。三つの小学校が共に学び、活動

する機会が数多くありました。六年生は、いつも明るく仲良く過ごすことを大切にしていました。自然と笑顔

あふれる和やかな雰囲気が広がっていきました。  

　 校内体育大会では、華やかな応援タイム、最後まで全力で走り抜いたリレーの姿が、今も鮮明によみがえ

ります。しかしそれ以上に心に残っているのは、練習や準備に真剣に向き合う姿です。暑い日差しの中でも

決して弱音を吐かず、下級生を励まし続ける皆さんの背中は、本当に頼もしく、たいへん立派でした。  

　 にこにこ班遊びや委員会活動でも、皆さんは常に下級生のよき手本でした。優しい声かけ、さりげない気

配り。その一つ一つが、美山啓明小学校の温かさをつくってくれていました。本当にありがとう。 

　 さて、四月からはいよいよ中学生です。皆さんに、はなむけの言葉を贈ります。  

「継続は力なり」  

　 これからの人生、思い通りにいかないこともあるでしょう。努力しても結果が出ない日もあるかもしれませ

ん。そんな時こそ大切なのは、落ち着いて自分を見つめ、信じる道に向かって努力を積み重ねることです。

家族や友人の助言に耳を傾け、謙虚な気持ちで自分を高めていってください。そうすれば、きっと道は開け

ます。皆さんのこれからのご活躍を大いに期待しています。  

　 保護者の皆様、本日はお子様のご卒業、誠におめでとうございます。六年間、お子様の成長を見守ってこ

られた日々を思われますと、感慨もひとしおのことと存じます。心よりお祝い申し上げます。また、これまで本

校の教育活動に温かいご理解とご協力を賜りましたことに、深く感謝申し上げます。  

　 卒業生の皆さん。思いやりと感謝の心を胸に、人と人とのつながりを大切にしながら、一歩一歩、自分の

未来へ進んでいってください。そして、ふるさと美山から、世界へ羽ばたく人へと成長されることを願ってい

ます。心から応援しています。  



【見守り隊感謝セレモニー （３／９・１３）】  

 　

　 晴 れ の 日 も 雨 の 日 も 、 暑 い と き も 寒 い と き も 、 安

全 に 登 校 で き る よ う 見 守 っ て い た だ い た 尾 﨑 さ ん

 と 中村 さん に感謝状 を 手渡し ま し た。

 

 

【ＡＬＴとの記念撮影 （３／１３）】  

 　 英語 や外 国語 活動の 授 業で お世話 になっ たＡ Ｌ Ｔの サ イラ 先生と 記念撮 影を し ま し た。

 

 　 　 　 　 　

 

 

 

 

 

 

 

【修了式 （３／１９）】  

 　 各学 年の 代表者 に修 了証を 授 与し ま し た。そ れぞ れ 次の 学 年で も活 躍を 期待 して い ます 。

 

 

 ５ 年   ３年  

 

 

   　

           　 　       　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

 

 

 ４ 年  １ 年 

 

 

 

 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 ２年  

 

 

 

 

 美山啓明だよりは、次号が
最終号となります。


